


























































































　　③‌　橋本光一『ピアノひけるよ！ ジュニア 1-3』ドレミ楽譜出版社，1998 年。および『ピ







































1 4 分音符，4 分休符 4 分音符 4 分音符，2 分音符
2 2 分音符 4 分休符 全音符
3 付点 2 分音符 2 分音符 付点 2 分音符
4 2 分休符 全休符 8 分音符
5 全音符，全休符 全音符 付点 4 分音符
6 8 分音符 付点 2 分音符 全休符，2 分休符
7 付点 4 分音符 2 分休符 4 分休符
8 8 分休符 8 分音符 8 分休符
9 16 分音符 8 分休符，付点 4 分音符 16 分音符
10 16 分休符 16 分音符 付点 8 分音符
11 付点 8 分音符 付点 8 分音符 付点 8 分休符
12 複付点 4 分音符
　表 1 から，どの教本も 4 分音符を基準として学習を始めているという点が明らかになった。そ
して，多少違いは見受けられるが，大きく分けると始めに 4 分音符，4 分休符より徐々に長い音
価記号を，それから 4 分音符，4 分休符より徐々に短い音価記号を学習するというプロセスが見
て取れる。『ピアノひけるよ！ジュニア』および『ピアノひけるよ！シニア』シリーズにおいて




　また，8 分音符においては，まず 4 分音符 1 拍分に相当する 2 つ連結した形から，付点 4 分音
符と 8 分音符の組み合わせで使用されるような 1 つで独立した形へ，という学習プロセスを踏ん
でいた。そしてそれは，16 分音符においてもほぼ同様で，4 分音符 1 拍分に相当する 4 つ連結し


























　なお，複付点 4 分音符については，4 分音符と付点 8 分音符および 16 分音符の組み合わせを
タイで結んだものと同等であるとみなし，省略した。同じく，楽曲の前奏部分も分析対象外とし
た。
























ぶん　ぶん　ぶん ○ ○ ○
ちょうちょう ○ ○
メリーさんのひつじ ○ ○ ○
あくしゅで　こんにちは ○ ○ ○ ○
かたつむり ○ ○ ○
ひげじいさん ○ ○
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　表 3 を基に，音楽Ⅰの弾き歌い課題を難度が低い楽曲から，高い楽曲へと並び変えると，表 4
の様になった。
　このような順で課題を与えれば，学習効果が上がるのではないか。
? ??音楽Ⅰ課題曲（平成 30 年度）の音価における難度分析
第 1 段階 4 分音符，4 分休符のみ 「かえるの合唱」「きらきら星」「ふしぎなポケット」
第 2 段階 2 分音符，2 分休符，全音符，全休符 「ぶん　ぶん　ぶん」
第 3 段階 8 分音符（連結） 「ちょうちょう」「ひげじいさん」「ちゅうりっぷ」「む
すんでひらいて」
第 4 段階 付点 4 分音符と 8 分音符の組み合わせ 「あくしゅで　こんにちは」「かたつむり」「たきび」「と
んぼのめがね」「いぬのおまわりさん」
第 5 段階 16 分音符（連結） 該当なし
第 6 段階 付点 8 分音符と 16 分音符の組み合わせ
（8 分音符（連結）がない楽曲）
「おかたづけ」「おはよう」「あめふりくまのこ」
第 7 段階 付点 8 分音符と 16 分音符の組み合わせ
（8 分音符（連結）がある，もしくは






おかえりのうた ○ ○ ○ ○ ○
おかたづけ ○ ○ ○
おべんとう ○ ○ ○ ○
どこでしょう ○ ○ ○ ○
むすんでひらいて ○ ○ ○ ○
おはよう ○ ○ ○
おはようのうた ○ ○ ○
さよならのうた ○ ○ ○ ○ ○
たきび ○ ○ ○
とんぼのめがね ○ ○ ○ ○
ふしぎなポケット ○
あめふりくまのこ ○ ○ ○







　これら楽曲は比較的容易であるが，4 分休符の感覚を身に付けるためにも，音価が 4 分音符，
4 分休符のみで構成されているこの段階からリズム打ちを行ったほうが良いと思われる。また，







?? ??第 1 段階に相当するリズム譜
　第 2 段階では，4 分音符，4 分休符より長い音価が加わる。この段階の楽曲のリズム打ちも，
基礎を学ぶために，省略せず行うほうが良いであろう。
?? ??第 2 段階に相当するリズム譜
　第 3 段階の「ちょうちょう」「ひげじいさん」「ちゅうりっぷ」では，2 つ連結した 8 分音符が









ことなので，連続した 8 分音符は，連続した 4 分音符に比べ倍の速度になる。それを正確に表現
するためにも，4 分音符と 2 つ連結した 8 分音符共にでてくる他の弾き歌い楽曲（例えば「小ぎ
つね」「てをたたきましょう」「はと」等），もしくは同様の新曲視唱およびリズム打ちを，同時
期に課題として与えると良いであろう。
?? ??第 3 段階に相当するリズム譜

















曲をリズム打ちも含めて学習すると，その後の第 6 段階の付点 8 分音符と 16 分音符の組み合わ
せのリズムが学習しやすいであろう。
?? ??第 5 段階に相当するリズム譜




常に重要であろう。また，この段階では混乱を避けるため，次の第 7 段階にあたる付点 4 分音符
と 8 分音符の組み合わせのリズムを含まないよう，注意を払うべきである。
?? ??第 6 段階に相当するリズム譜
　第 7 段階では，既習のリズムが同一楽曲内に複数含まれているため，正確なリズムを取ること
がかなり難しいようである。「おべんとう」「おはようのうた」はその最たるものとして挙げられ
よう。付点 8 分音符と 16 分音符の組み合わせのリズムと，2 つ連結された 8 分音符が交互にで
てきて，その区別を付けられずにいる学習者が多々見受けられる。やはり，ここまでの基礎的な
リズムの学習が必須であろう。


















　また，付点 8 分音符と 16 分音符の組み合わせのリズムと同様，教員・保育者養成における弾
き歌い楽曲で非常に多く使用されている 3 連符については，付点 8 分音符と 16 分音符の組み合




は上記楽譜では 2 分の 2 拍子であるが，小林美実『こどものうた 200』では 4 分の 2 拍子になっ
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